






新生児メレナという臨床診断であってもトロンボテスト値やヘパプラスチン値が低値でな

いものもあるし,逆にそれらの値が 10%ぐらいであっても,臨床症状を示さないものもある。

また従来,単に分娩時の外傷性出血と考えられてきた頭血腫のなかにはヘパプラスチン値

が低く,そのための出血ではないかと思われるような例もある。 

そこで,新生児メレナのどの程度に低プロトロンビン状態が合併するのはどのぐらいの頻

度であるかなどについて,現在 prospective な調査を進めている。しかし,まだ例数は少な

い。そこで今回は,(1)retrospective に新生児メレナについて調査した結果,および(2)ビ

タミン K2 シロップを与えた場合の胃内容浸透圧について調査した結果を報告する。 


